




A Study for Efficiency of the Place Name 
Noticed on Rord Guide Sings. 
深井俊英1 ・宇津野 弘2
Fukai Toshihide Utsuno Hiroshi 
Recently， the inforrnation service level for drivers by road guide singns ar巴
irnproved固 Butthere is rnany opinions by drivers that they can' t used the road 
guide sings園 Inthis paper， we studied concern with the evaluation of efficiency 
























































































区 分 重要地 主要地 一般地
主要幹線道路 。。

























































L喝目的地に関連があると考えられる情報 {A. } 
と、関連がないと判断される情報 {R n }とに識
別する領域を設定する。
②設定した領域と照合して
(a) X (.)ξA. なら実目標と判断する。
(b) X (n) ERn なら虚目標と判断する。
(c) X (.) E三 (AnU R. ) c 
の場合は識別作業を継続する。
③ 目標を発見する迄、以上の作業を繰り返す。
ここに、 An 受容領域、 Rn 棄却領域 は、
それぞ、れn次元空間の部分集合で、ある。
また





iは 時刻 t= t;を表す記号で、時刻H。から




































① 区間 I 延長59Km (建設省管理)
@区間1I延長31 Km (県管理)













て、一般的に利用されている再現率 recall ratio 
及び適合率 precislOnratioを採用する。
再現率r及び適合率pの定義を以下に示す。









区 分 関連文献 非関連文献 計
検索文献 a C a十c
非検索文献 b d b十d





























区 区間 I 区間 E 
分
内 外 内 外 内 外
重要地 l l 1 
主要地 6 2 1 
一般地 6 2 4 7 
著名地 4 2 3 2 3 
表 4 表示位置からの距離帯別地名数(比率)
0--4Km 5--9K皿 10--14 15--19 20Km一
区 2 4 1 1 1 5 5 2 1 
間
I (31. 6) (14.5) (19.7) ( 6.6) (27.6) 
区 1 0 5 8 6 3 
間
E (31. 2) (15.6) (25.0) (18.8) ( 9.4) 
区 1 8 7 5 8 1 
間






置では0--4 Km以内が46. 2 %を占めている。
区間Iでは20 Km以上が27. 6 %と比較的遠距
離の地名の比率が高くなっている。
表 5 区間別の再現率と適合率(%)
区 分 再現率r 適合率p 延長
区間 0.56 O. 4 1 5 9 Km
区間 E O. 34 O. 4 4 3 1 Km
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